
子育てを通して
思うことおるご～る

男女共同参画
わこうプラン推進委員だより わこうプラン推進委員

村山 佳津子人権文化課　☎424-9088

　私には3歳になったばかりの娘がい
ます。
　初めての子育てで、たくさんの喜びと
共にいろいろな不安と格闘してきました
が、ようやく子どもの成長を信じる忍耐
力がついてきました。
　子どもには家事をする姿であれ、仕事
をする姿であれ、悩みながらも人生を楽
しんでいるところを態度で示していけた
らと思っています。
　私の子育ての最終目標は自立できる
子どもに育てることです。今、少子化や核
家族化が進み、親の過干渉、過保護、甘や
かしによる放任が問題となっています。
　我が家も一人娘でとかく手をかけ過
ぎてしまいがちなのですが、自分の事は

自分で行い、小さな社会である家庭の中
で役割を持ち、互いに支えあい、心地いい
居場所を共に作り上げていってほしいと
願っています。
　そしてこの感覚を誰もが当たり前に身
に付けていけば、「男は仕事、女は家庭」と
いう日本に根強く残る生きづらい社会通
念に縛られることなく、性別を超えて相
手の人生を尊重し、個々が自分らしく活
躍できる時代に変わっていく、そんな気
がしています。
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『男女共同参画苦情等処理窓口をご利用ください!』
「市の男女共同参画推進施策や男女共同参画の推進に影響を及ぼす施策への苦
情」や「セクハラや男女共同参画を阻害する人権侵害の相談」をお受けします。

人権文化課 ☎424-9088

男女共同参画推進係『わこうさん』

生活用品の経
け い

年
ね ん

劣
れ っ

化
か

に注意
消費生活相談（電話相談可）

月〜金曜日 10：00〜12：00、13：00〜16：00
問 和光市消費生活センター（市民活動推進課）

 ☎424-9116 

　電気製品、ガス・石油機器は、経年劣
化により重大事故が起こることがあり
ます。経年劣化とは、長く使っている
うちに部品が痛み、品質、性能が低下
することで、ほこりや湿気によるコン
セント火災と同様に、火災の原因にな
ります。製品に表示された「設計上の
標準使用期間」が過ぎる前に、業者に
よる点検をするか、場合によっては買
い換えることが必要です。特に、2009
年以前に購入した以下の製品につい
ては、使用10年を目安に、業者に点検

（有料の場合もあり）を頼みましょう。
◦ビルトイン式電気食器洗浄機
◦浴室用電気乾燥機
◦屋内式ガスふろがま
◦屋内式ガス瞬間湯沸かし器
◦石油ふろがま
◦石油給湯器
◦FF式石油温風暖房機

リコール情報もチェック
　新しい製品であっても、安全にかか
わる欠陥や不具合、品質上の問題が
ある場合は、メーカーが回収・交換、無
償修理、無償点検、注意喚起をする「リ
コール情報」が広報されています。平
成25年度消費者庁の資料によると、消
費生活用製品による火災や重大事故
は年間約1,000件あり、そのうち約1割
がリコール中の製品による事故です。
対象製品は自動車、住宅設備、家電製
品、スポーツ・レジャー用品、玩具、日用
品、化粧品、食品など様々です。
　消費者庁の「リコール情報サイト」
http://www.recall.go.jp/では、最新
情報が見られます。メールアドレスを
登録するとリコール情報が通知される
サービスもありますので、ぜひ、利用し
てください。不明なことがありましたら、
消費生活センターにご相談ください。

消費者の

窓
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新
倉
氷
川
八
幡
神
社
で
行
わ
れ
る「
新
倉
ふ
る
さ
と
祭
り
」

の
見
ど
こ
ろ
と
い
え
ば
子
ど
も
神
輿
。可
愛
く
も
勇
ま
し
い

声
が
こ
だ
ま
す
る
。

▶�

下
新
倉
氷
川
八
幡
神
社
の
名
物
が「
さ
さ
ら

獅
子
舞
」。ち
な
み
に「
さ
さ
ら
」と
は
、丸
竹
の

先
を
細
か
く
さ
い
た
楽
器
の
名
前
が
由
来
。

◀�修繕を繰り返しながら、現
在まで大切に受け継がれ
てきた熊野神社の御神輿。
その重厚な佇まいから歴
史の重みを感じることが
できる。

▲�御神輿が街を練り歩く様
はまさに圧巻!担ぎ手も老
若男女さまざまで、今もな
お地域ぐるみで愛されて
いるお祭りであることが伺
える。

2
4

6

秋の風物詩「白子熊野神社例大祭」
名物の御神輿が
つくられたのは
何年前？

　
歴
史
あ
る
神
社
仏
閣
が
点
在
す
る
和
光
市
。
そ
の

数
に
比
例
し
て
、
１
年
を
通
じ
て
た
く
さ
ん
の
お
祭

り
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
も
街
の
魅
力
で
す
。
そ
ん
な

和
光
市
で
は
、
秋
も
さ
ま
ざ
ま
な
お
祭
り
が
目
白
押

し
！ 

そ
の
な
か
の
ひ
と
つ
が
、
10
月
５
日（
日
）に

行
わ
れ
る
白
子
熊
野
神
社（
1
）の
例
大
祭
で
す
。

　
白
子
熊
野
神
社
の
創
建
は
詳
細
が
は
っ
き
り
し
な

い
ほ
ど
古
く
、
約
１
０
０
０
年
前
で
は
な
い
か
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
に
は
白
子
村
の
鎮
守

社
と
し
て
崇
敬
さ
れ
、
戦
前
ま
で
は
村
社
に
列
格
し

て
い
た
の
だ
と
か
。

　
そ
ん
な
白
子
熊
野
神
社
で
毎
年
10
月
に
行
わ
れ
る

例
大
祭
の
見
ど
こ
ろ
と
い
え
ば
、
な
ん
と
い
っ
て
も

市
中
を
練
り
歩
く
御
神
輿（
2
）。こ
ち
ら
の
御
神
輿
、

見
る
か
ら
に
タ
ダ
モ
ノ
で
は
な
い
風
格
を
た
た
え
て

い
ま
す
が
、
い
つ
ご
ろ
つ
く
ら
れ
た
も
の
か
ご
存
知

で
し
ょ
う
か
？
答
え
は
お
よ
そ
３
５
０
年
前
、
な
ん

と
江
戸
時
代
初
期
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
な
の
で
す
。

当
時
の
人
々
と
同
じ
御
神
輿
を
楽
し
め
る
な
ん
て
、

夢
の
あ
る
話
で
す
よ
ね
！

　
も
ち
ろ
ん
、
例
大
祭
の
楽
し
み
は
御
神
輿
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
白
子
熊
野
神
社
の
宮
司
を
務
め
る

石
山
寿
昭
さ
ん
曰
く
「
お
祭
り
の
日
は
神
社
周
辺
に

露
店
な
ど
も
た
く
さ
ん
出
ま
す
の
で
、
ご
家
族
み
な

さ
ん
で
お
楽
し
み
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。
当
日

は
ぜ
ひ
足
を
お
運
び
い
た
だ
き
、
例
大
祭
を
盛
り
上

げ
て
く
だ
さ
い
」
と
の
こ
と
で
す
。

　
さ
ら
に
、
和
光
市
に
は
見
逃
せ
な
い
秋
祭
り
が
ま

だ
ま
だ
あ
り
ま
す
。
そ
の
ひ
と
つ
が
10
月
12
日（
日
）

に
行
わ
れ
る
新
倉
氷
川
八
幡
神
社（
3
）「
新
倉
ふ
る

さ
と
祭
り
」（
4
）で
す
。
例
大
祭
の
勇
壮
な
御
神
輿

と
は
打
っ
て
変
わ
り
、
こ
ち
ら
の
見
ど
こ
ろ
は
か
わ

い
い
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
神
輿
と
山
車
の
渡
御
。
大

人
顔
負
け
の
勇
ま
し
い
か
け
声
に
は
、
こ
ち
ら
ま
で

元
気
に
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
同
じ
く
秋
に
行
わ
れ
る
注
目
の
お
祭
り
の

ひ
と
つ
が
、
10
月
19
日（
日
）に
行
わ
れ
る
下
新
倉
氷

川
八
幡
神
社（
5
）「
秋
祭
り
」で
す
。
和
光
市
指
定
文

化
財
の「
さ
さ
ら
獅
子
舞
」（
6
）が
奉
納
さ
れ
る
こ
の

お
祭
り
は
、室
町
時
代
の
元
亀
３（
１
５
７
２
）年
に

始
ま
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
大
獅
子・中
獅
子・

雌
獅
子
の
3
つ
の
獅
子
頭
が
舞
う
姿
は
必
見
で
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、
お

散
歩
に
は
ま
さ
に
う
っ
て
つ
け
の
こ
の
季
節
、
市
内

各
所
で
行
わ
れ
る
お
祭
り
に
足
を
伸
ば
し
て
、
心
と

身
体
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。
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和光野菜の
木曜市

10月16日（木）10：00～13：00 市役所中央玄関付近
産業支援課 農業振興担当 ☎424-9115 わこうライフ


